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ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）対策について 

 

本市では，平成２３年３月に策定した「第４次京都市男女共同参画計画『きょうと男女共

同参画推進プラン』」（平成２８年３月改定）において，「ＤＶ対策の強化」を重点分野に

掲げ，関係機関と連携を図りながら，相談・支援，啓発等の取組を総合的に推進している。 

平成２３年１０月には，ＤＶ対策の中核施設として「京都市ＤＶ相談支援センター（以下

「ＤＶセンター」）」を開所し，初期の相談から長期にわたる自立生活の促進に向けた支援

を行っている。 

また，ＤＶ根絶のための市民への普及啓発や学校における人権教育の推進，緊急避難場所

の確保など被害者の保護，各支援機関とのネットワークの構築など自立支援の充実等にも取

り組んでいる。 

 

１ 相談体制等 

 ⑴ ＤＶセンターにおける支援の状況 

ア 相談件数 

 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

電話 １,１８０ ３,３３７ ４,１２２ ４,０１３ ４,３４１ ３,７３４ ４,４７２ 

来所等 ２７１ ７６５ ８８６ ７２５ ９９０ ９１６ １,２１８ 

緊急ホット
ライン 

４３ ７４ １２４ １０２ ９３ ８２ ８０ 

合計 １,４９４ ４,１７６ ５,１３２ ４,８４０ ５,４２４ ４,７３２ ５,７７０ 

  ※平成２３年度は１０月３日（開所日）から平成２４年３月３１日までの件数 

イ ＤＶ被害者への支援状況（平成２９年度） 

同行支援 

代行支援 

安全確保 

(民間ｼｪﾙﾀｰ) 

保護命令の 

申請 

ＤＶ相談証明書発行 
法律相談 

カウンセ

リング  うち住基閲覧制限 

３０５件 ５件 １９件 ２２０件 １５６件 ５１件 ９８件 

                                      

⑵ ウィングス京都における相談 

ア 女性への暴力相談 

女性カウンセラーによる女性への暴力を専門とした相談を実施。 

     平成２９年度相談件数 ２０３件 

イ 男性のためのＤＶ電話相談 

男性のＤＶ被害者や潜在化している「暴力をやめたい。」と悩む男性のＤＶ加害者

に対して相談窓口を設置（毎月第２，第４火曜日）。 

     平成２９年度相談件数 ２７件  
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２ 被害者支援について 

⑴ 京都市民間緊急一時保護施設補助金 

   京都府家庭支援総合センター等で満室等の理由により保護できない場合などに，ＤＶ

被害者の安全確保のため一時保護を行う民間の緊急一時保護施設（民間シェルター）に

対し，家賃補助を行う。 

   平成２９年度実績：１,４０４，０００円交付（ ３室×１２箇月） 

 

⑵ 京都市配偶者等からの暴力被害者緊急一時避難支援事業費補助金 

ＤＶセンターからの依頼に基づき，民間シェルターや母子生活支援施設がＤＶ被害

者の緊急時における安全確保を行った場合に，運営団体に対し，原則２泊３日を限度

として措置費を支給。 

   平成２９年度実績：交付団体１団体，延べ２８日間，１４６,５１０円交付 

 

⑶ 市営住宅優先入居 

ＤＶ被害者の居住の安定による自立支援を目的として，ＤＶ被害者向けの市営住宅

への優先入居を年４回（５月，７月，１０月，１月）実施。 

   平成２９年度実績：募集回数４回，募集戸数３０戸，応募件数２件，入居件数２件 

 

 ⑷ 「居場所づくり」 

ＤＶセンターの利用者を対象に，加害者から避難し，新しい生活を始める中で気軽に

立ち寄ることのできる居場所づくりの催しを定期的に実施。孤立しがちな被害者の回

復過程における心理的サポートを行っている。 

   平成２９年度実績：開催１２回，参加者数３６名 

 

３ 市民への普及啓発 

⑴ ＤＶ被害者支援シンポジウム 

   「配偶者等からの暴力に関するネットワーク京都会議」（下記４参照）の主催により，

ＤＶをテーマとしたシンポジウムを毎年開催している。 

   平成２９年度実績：１２月１５日（金）ウィングス京都で開催 参加者数１４０名 

内容・基調講演「ＤＶを知ろう～二次被害を防ぐために～」 

ＮＰＯ法人レジリエンス 代表 中島幸子氏 

      ・パネルディスカッション 

コーディネーター 安本理子氏（㈱ウィメンズカウンセリング京都フェミニストカウンセラー） 

 パネリスト 中島幸子 氏（ＮＰＯ法人レジリエンス 代表） 

          大畠隆弘 氏（京都府警察本部生活安全対策課子どもと女性を守る対策室室長補佐ストーカー・ＤＶ対策担当） 

            徳永貴夫 氏（京都市子ども若者はぐくみ局児童相談所主席児童福祉司 ） 

            芹澤 出 氏（京都市ＤＶ相談支援センター業務責任者） 
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⑵ ＤＶ予防講座 

   ＤＶに関する専門的な内容の講義や学校での相談事例についての検討，対応方法の助

言を行う講座等を実施。 

   平成２９年度実績：５回，参加者数５８２名 

 

⑶ デートＤＶ予防事業 

   近年増加している交際相手からの暴力（デートＤＶ）の予防事業として，ＤＶの被害

者にも加害者にもならない，また，相談を受けたときに正しく対応できるよう正しい知

識を中学生や高校生等の若年層に身に着けてもらうことを目的に，平成２８年度に専門

家の監修の下，授業で使用できるＤＶＤを制作した。 

平成２９年度は，当ＤＶＤを京都市内の中学校，高等学校，総合支援学校に配布し，

人権等の授業での活用を依頼するとともに，教職員を対象としたＤⅤ予防講座において

使用している。 

 

 ⑷ 「女性に対する暴力をなくす運動（１１月１２日～１１月２５日）」期間中の取組 

「女性に対する暴力をなくす運動」期間に，幅広い層への周知・啓発を目的として，

様々な取組を実施。 

・パープルリボンキャンペーン（京都タワーライトアップ，啓発物品配布） 

・啓発広告を掲載したトラフィカ京カードの販売（１万枚） 

・本庁舎，区役所・支所におけるパネル展示 等 

 

４ 関係機関との連携協力 

 「配偶者等からの暴力に関するネットワーク京都会議」 

京都府との共同事務局体制により，平成２３年３月に設置。３２機関（オブザーバー

１機関含む。）により構成されており，全体会議に加えて，３つの実務者会議（相談部

会，啓発部会，保護・自立支援部会）を開催し，事案に即した具体的な支援策を協議す

るとともに，連携の促進を図っている。 

   平成２９年度実績 

全体会議１回，実務者会議２回（相談部会，啓発部会） 

 

   また，ＤＶセンターでは，ＤＶ被害者支援を円滑に実施するため，市内を所管してい

る警察署及び京都府警察本部生活安全対策課と被害者の安全確保に係る会議を開催す

るとともに，ＤＶ防止法に基づく保護命令事件の適正・迅速な処理のため，京都地方裁

判所開催の関係者会議において保護命令に係る審理及び手続きに関する諸問題につい

て協議，取組状況を報告するなど関係機関と連携している。（各年１回）  
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参 考  

 

京都市ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）相談支援センターの概要 

 

１ 所在地等 

  ＤＶ被害者の安全確保のため，所在地は非公開  

２ 開所時期  

平成２３年１０月３日開所 

３ 開設時間  

  月～土 ９：００～１７：４５ （日・祝・年末年始休み） 

   （電話・来所相談） 月～土 ９：００～１７：１５ 

（緊急ホットライン） 上記開所時間外及び日・祝・年末年始を対応 

４ 事業体制等  

⑴ 運営 

相談，自立支援業務等を社会福祉法人 宏量福祉会に委託 

 ⑵ 体制 

・ センター長（男女共同参画推進課長） 

ＤＶセンター業務全般の統括 

・ 業務責任者 １名 

現地職員のリーダーとして受託業務全般を管理し，職員の指揮監督を行う。 

・ 相談員兼コーディネーター ６名 

市ＤＶセンターの管理及びＤＶ支援に係る相談，各種情報提供，安全確保のため

の保護命令の申立てに関する支援，区役所等関係機関との連絡調整，司法など行政

手続きの同行支援など，きめこまかな対応による自立支援業務を担う。 

・ 心理カウンセラー（随時） 

５ 主な業務  

・ 相談(電話相談・面接相談)又は相談を行う機関の紹介 

・ カウンセリング 

・ 被害者の緊急時における安全の確保（一時保護を除く） 

・ 自立支援 

・ 被害者を居住させ保護する施設の利用について，情報提供，助言，関係機関との連絡

調整その他の援助 

・ 市ＤＶセンター閉所時における，緊急的な事案に対応する情報提供機能(緊急ホット

ラインの設置) 


